
まちの賑わいを生む
地域密着の観光へ
中標津町と根室管内を広く使った観光へ

発表者 徐子航
山田優樹



「３つの機能強化と１つの組織づくり」

ー来訪者・居住者の双方に利便をもたらし選ばれる空港へー

①モビリティの充実と地域交通の将来像の連動

②空港内ワンストップ窓口機能の拡充

③空港の資源性・滞在性の向上

＋空港を核とした連絡組織の設置

中標津・根室圏域の活性化への

「ゲートウェイ」を今こそ開こう！
別海

中標津

羅臼

標津

根室

昨年までの提案



中標津空港

前半
中標津のまちなか

後半
広域観光

バスで10分



中標津町の現状
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平成元年以降の人口推移

中標津町 根室管内（中標津町以外）

※2013年までは3月31日現在、2014年以降は1月1日現在

【出典】北海道「住民基本台帳人口・世帯数」http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/tuk/900brr/index2.htm

周辺自治体に比べると、人口は横ばいにある。
⇒なにかに取り組むなら今！！
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【出典】北海道「平成29年度北海道観光入込客数調査報告書（資料編）」
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/irikomi.htm

中標津町の現状

【出典】北海道「平成29年度北海道観光入込客数調査報告書（資料編）」http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/irikomi.htm

ある程度の観光誘致は
できているように見える。
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【出典】北海道「平成29年度北海道観光入込客数調査報告書（資料編）」http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/irikomi.htm

観光客のほとんどは
日帰りという状況
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新千歳-中標津線（休日、n=243）

新千歳-中標津線（平日、n=164）

羽田-中標津線（休日、n=307）

羽田-中標津線（平日、n=123）

旅行日数

日帰り １泊２日 ２泊３日 ３泊４日 ４泊５日以上 不明

中標津町の現状

【出典】国土交通省航空局「平成29年度航空旅客動態調査-集計結果」http://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk6_000001.html

ほとんどの観光客は１泊以上
特に新千歳空港からの観光客の約６割は４泊以上

の長期旅行を予定している。



中標津町の現状

道東への入り口として中標津空港は利用されている。

⇒中標津日帰への観光客は日帰り客が多い。
しかし旅行日数は１泊以上のほうが多い。

中標津には宿泊しない。中標津を拠点に他の地域へ移動する。

まちの賑わいにはつながっていない
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休日（n=358）

平日（n=153）

中標津空港における出発者の空港滞留時間

0～20分 21～40分 41～60分 61～80分 81～100分 101～120分 120分以上 不明

【出典】国土交通省航空局「平成29年度航空旅客動態調査-集計結果」
http://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk6_000001.html

空港に１時間以上滞在している
旅行者がいる

休日では358人中91人



課題

中標津のまちなかに観光客が足を運ぶためには？
中標津町が宿泊の目的地になるためには？

空港での滞在時間やバスの待ち時間をどうマネジメントできるか

バスセンターでの待ち時間・空港での滞在時間を無駄な時間にしない

ヒアリングによって、バスセンターでの待ち時間に観光客に提供できる
コンテンツがないことが判明

空港での滞在時間も決して短くない

情報提供が必須！



中標津町の情報提供

商店街マップの存在
⇒まちあるきにつなげられる土台はある。 あとはコースづくり・マップ作り

町のどこにどんな見どころがあるのか？
それぞれの店はどんな特徴があるのか？

コースの距離や時間は？





見どころの解説

距離

店の特徴を解説



若い移住者の動き

http://kushirohatena.com/archives/328 より引用

かわいい・おしゃれ
など

若い人の感性が生かさ
れた、新しい風。

http://kushirohatena.com/archives/328


空き家を活用したゲストハウス
町全体がホテルという設定

HanareのHPより引用
Phttp://hanare.hagiso.jp/

町中の銭湯＝大浴場
商店街＝売店



中標津町の情報提供

ushiyadoの存在
⇒サイクリングマップの作成、周辺施設の案内、アクティビティの提供

酪農と観光客をつなげる取り組み

【出典】Ushiyado HP http://ushiyado.jp/activity/301/

宿で観光客を囲うのではなく
町全体を楽しんでもらう仕組みづくり

「泊食分離」への対応



民泊・農泊の登場

より地域の魅力を
深く知ってもらう
チャンス！！

事例）兵庫県家島

外部の学生による
民泊の情報発信



課題

情報をどのタイミングで提供できるのか

機内で中標津（空港）について情報提供することも。

中標津以外へ出る前、空港・バスセンターで一元的に情報が提供できるか。

中標津空港での情報提供強化

⇒ゲートウェイ機能の強化！！



拠点機能の強化が結果的に広域観光につながる

このような町なか観光の強化で、強い点を生み出す。



広域観光事業の拠点、中標津空港

• 温浴施設などの休憩スペース

• アウトドア用品店などのショップ・レンタル店

• レンタサイクル店

• ワンストップの総合案内窓口

具体的には

ゆくゆくは中標津町だけでなく…

北根室ランチウェイの「歩く観光」やサイクリングなど
着地型観光に対応できる拠点へ



広域観光のコンテンツ

第一次産業体験ルート

中標津の酪農・羅臼の漁業など一つの地域
ではできない、第一次産業をつなぐルート
の製作。

⇒酪農・漁業・農業など

連続性のあるコンテンツ



広域観光のコンテンツ

移動手段のコンテンツ化

サイクリングやロングトレイル

レンタカーだけでない新たな二次交通手段の整備



中標津空港だからこそ

【出典】中標津町HP https://www.nakashibetsu.jp/shoukai/hopporyoudo/kouryu-ukeire/

北方四島在住者訪問団受入＠開陽台
色丹島

北方四島交流事業の拠点へ

北方領土問題学習、国際交流の拠点としての中標津



まとめ

中標津の人口は微増中
⇒まわりの自治体が人口減の環境を考えると今後はどうなるか

取り組むなら今！！

中標津は道東への入り口になっているが
日帰り状態になっている
⇒中標津町にも目を向けてもらうためには情報提供が必要。

今回は無理でも、次は
行ってみようと思って
もらうだけでも。

北方四島交流事業の拠点としての情報発信
⇒教育や交流の窓口中標津へ

国際交流の先端地にも。

中標津町が道東のゲートウェイとして整備されることで道東全体としての魅力アップへ

町中観光+北方四島交流⇒グローカルな文化交流



ご清聴
ありがとうございました


